
写 真 １ − み は ら し 亭 外 観

【 写 真 2 ． 3 − 解 体 作 業 と 実 測 の 風 景 】

【 表 １ − 調 査 実 測 所 見 】

（１）事業の背景と目的

2009年10月より尾道市との連携で始まった空き家バンクでは、現在までに

全国からの移住者を送り込んできたが、空き家バンクなどの移住支援対策だけでは、尾道の大型

かつ文化財規模のものは手に負えず、今まで所有者も地元住民も行政でさえも手つかずのままで

ある。有形登録文化財「みはらし亭

尾道のランドマーク的存在であり、

老朽化が激しくなってきている歴史的旅館建築である。

法人が、再生・管理・活用していく仕組み、財政支援・地域との連携体制をつくり上げることに

よって、 NPO 法人が主体となった文化財建造物の

す。具体的には、斜面地や尾道の建築に詳しい建築士や

の調査、改修プランを立てる。また、みはらし亭

宿泊所）として再生・管理・活用していくために、助成金の獲得

めの仕組みづくり、地域・寺院・行政機関などへの周知 •

（２）事業活動内容と成果

１．文化財建造物の調査

国の登録有形文化財となった「みはらし亭」の修復・再生に向けて、

構造および破損状況の非破壊による見えがかり

梁伏図、小屋伏図など図面を作成

特定非営利活動法人 尾道空き家再生プロジェクト

平成

解 体 作 業 と 実 測 の 風 景 】 【 図 １

坂の町尾道の独特の景観にともなう歴史的建造物の

管理活用プロジェクト

【実施団体】 NPO 法人尾道空き家再生プロジェクト

【事業経費】 1,696,960 円

月より尾道市との連携で始まった空き家バンクでは、現在までに

全国からの移住者を送り込んできたが、空き家バンクなどの移住支援対策だけでは、尾道の大型

かつ文化財規模のものは手に負えず、今まで所有者も地元住民も行政でさえも手つかずのままで

「みはらし亭」は、観光の中心である斜面地の絶景地点に位置し、坂の町

尾道のランドマーク的存在であり、大正時代の名建築であるにもかかわらず、

老朽化が激しくなってきている歴史的旅館建築である。本事業により、「みはらし亭」を当

法人が、再生・管理・活用していく仕組み、財政支援・地域との連携体制をつくり上げることに

法人が主体となった文化財建造物の新たな管理・活用方法の指針となることを目指

斜面地や尾道の建築に詳しい建築士や地元の職人さんを

の調査、改修プランを立てる。また、みはらし亭を旅館（ゲストハウス：

）として再生・管理・活用していくために、助成金の獲得や寄付金

めの仕組みづくり、地域・寺院・行政機関などへの周知 • 連携協力体制の強化を図っていく。

国の登録有形文化財となった「みはらし亭」の修復・再生に向けて、解体・清掃、ゴミ出し、

非破壊による見えがかり調査を行ない、基礎伏図、土台伏図、各階伏図、

を作成、以下の所見を得た。

尾道空き家再生プロジェクト

平成25年度 ＮＰＯ等による文化財建造物の管理活用事業

1− 実 測 図 面 】

坂の町尾道の独特の景観にともなう歴史的建造物の

管理活用プロジェクト

尾道空き家再生プロジェクト

月より尾道市との連携で始まった空き家バンクでは、現在までに50軒以上の空き家に

全国からの移住者を送り込んできたが、空き家バンクなどの移住支援対策だけでは、尾道の大型

かつ文化財規模のものは手に負えず、今まで所有者も地元住民も行政でさえも手つかずのままで

景地点に位置し、坂の町

大正時代の名建築であるにもかかわらず、10年以上空き家で

本事業により、「みはらし亭」を当 NPO

法人が、再生・管理・活用していく仕組み、財政支援・地域との連携体制をつくり上げることに

新たな管理・活用方法の指針となることを目指

職人さんを中心に実測、破損状況

ストハウス：ドミトリー形式の簡易

や寄付金制度等の財政支援のた

連携協力体制の強化を図っていく。

解体・清掃、ゴミ出し、

基礎伏図、土台伏図、各階伏図、

ＮＰＯ等による文化財建造物の管理活用事業 報告



【 表 − ２ 改 修 プ ラ ン 「 松 竹 梅 」】

【 表 − 3 WS の 詳 細 】

【構造における問題点と補強方針

・梁間方向での耐力壁が不足して

・一般的な耐力壁補強の前提である基礎と土台の緊結が困難である

・東側の石垣上には張り出した切石に懸造りのように張り出しており、軸部の沈下は顕著ではな

いものの、床下の地盤に大きなクラックが確認できるなど、土壌の流出が懸念される。

以上から、鉄筋コンクリートによるベタ基礎を増設するイメージで、基

つ必要箇所に耐力壁を増強させる必要がある。

耐震補強工事方針決定と見積もりを地元の大手工務店数社と行う予定であったが、すべて事前

協議の段階で辞退となった。要因としては、巨大な木造建築を改修出来る技術が

いことや市民共有の財産として建物を守っていく

の経緯を経て、現在の空き家再生活動において

計画の状況などによりプランが検討可能な

２．保存活用計画等の策定

文化財建造物である「みはらし亭

①ワークショップ『有形登録文化財

催し、専門家の意見を交えながら

ワークショップや講座を通じて、「

間や資金集めも含めたかたちで記録し、発信していくべきである 」、 「現在

改 修 プ ラ ン 「 松 竹 梅 」】

補強方針】

梁間方向での耐力壁が不足しており、特に１階における補強は必須である。

一般的な耐力壁補強の前提である基礎と土台の緊結が困難である。

東側の石垣上には張り出した切石に懸造りのように張り出しており、軸部の沈下は顕著ではな

いものの、床下の地盤に大きなクラックが確認できるなど、土壌の流出が懸念される。

鉄筋コンクリートによるベタ基礎を増設するイメージで、基礎と軸部を一体化させつ

つ必要箇所に耐力壁を増強させる必要がある。

耐震補強工事方針決定と見積もりを地元の大手工務店数社と行う予定であったが、すべて事前

協議の段階で辞退となった。要因としては、巨大な木造建築を改修出来る技術が

いことや市民共有の財産として建物を守っていくという意識の欠如があると考えられる。これら

の経緯を経て、現在の空き家再生活動においてつながりのある職人さんとの改修を前提に、事業

計画の状況などによりプランが検討可能な改修プランを３パターン作成した。

みはらし亭」をその価値を損なうことなく活用していく計画を策定した

有形登録文化財 元旅館「みはらし亭」の活用を考える

し、専門家の意見を交えながら意見交換 • 活用の検討を行った。

ワークショップや講座を通じて、「市民共有の財産として残して行くべき建物であり、工

間や資金集めも含めたかたちで記録し、発信していくべきである 」、 「現在
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特に１階における補強は必須である。

東側の石垣上には張り出した切石に懸造りのように張り出しており、軸部の沈下は顕著ではな

いものの、床下の地盤に大きなクラックが確認できるなど、土壌の流出が懸念される。

礎と軸部を一体化させつ

耐震補強工事方針決定と見積もりを地元の大手工務店数社と行う予定であったが、すべて事前

協議の段階で辞退となった。要因としては、巨大な木造建築を改修出来る技術が引き継がれてな

という意識の欠如があると考えられる。これら

つながりのある職人さんとの改修を前提に、事業

改修プランを３パターン作成した。

」をその価値を損なうことなく活用していく計画を策定した。

」の活用を考える』を以下の内容で開

市民共有の財産として残して行くべき建物であり、工事期

間や資金集めも含めたかたちで記録し、発信していくべきである 」、 「現在の案であるゲストハ



【 写 真 ４ , ５ , ６ − 現 地 視 察 、 講 義 、

【 表 ４ , ５ − 料 金 表 、 事 業 収 支 予 算 案 】

ウスやカフェ • バーの利用者だけでなく、フリー

広く一般に解放し、文化財としての「みはらし亭」を感じ、多様な使用出来る場にしていくこと

が重要」といった意見交換が行われた。

②尾道ゲストハウス「みはらし亭」としての活用

建築基準法による用途転用の観点からも、元旅館である

宿泊所）として改修する。（カフェ • バースペースを併設）

する尾道ゲストハウス「あなごのねどこ」の経営状況やワークショップなどでの検討事項等を踏

まえ、以下の事業計画を策定した。

１０月〜２月とし、閑散期である

ペースとして貸

し出すなど、市

民の多様な活用

を可能にした。

３．文化財建造物の活用のための財源確保

「みはらし亭」活用のために、全国での先進事例について調査し、尾道での最適な財源確保の手

法を模索し、助成金の獲得や寄付金

①資金調達に向けた基本的な方針

大型の助成金や制度を用いることは困難である

６ − 現 地 視 察 、 講 義 、 WS の 様 子 】

５ − 料 金 表 、 事 業 収 支 予 算 案 】 【 図 ２ , ３ − 活 用 プ ラ ン １ 階 、 ２ 階 】

ウスやカフェ • バーの利用者だけでなく、フリースペースとしての貸し出し • 内部の見学会など

広く一般に解放し、文化財としての「みはらし亭」を感じ、多様な使用出来る場にしていくこと

が重要」といった意見交換が行われた。

②尾道ゲストハウス「みはらし亭」としての活用

建築基準法による用途転用の観点からも、元旅館である「みはらし亭」をゲストハウス（簡易

（カフェ • バースペースを併設）当 NPO 法人が運営し、商店街に位置

する尾道ゲストハウス「あなごのねどこ」の経営状況やワークショップなどでの検討事項等を踏

まえ、以下の事業計画を策定した。超繁忙期を８・３月、繁忙期を４月〜７月・９月、閑散期を

閑散期である１月中旬〜２月中旬などに閉鎖期間を設けることで、フリース

文化財建造物の活用のための財源確保

全国での先進事例について調査し、尾道での最適な財源確保の手

や寄付金制度等の財政支援のための仕組みづくりの検討を行った

①資金調達に向けた基本的な方針

用いることは困難であることから、改修工事の各段階で資金を調達し、
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３ − 活 用 プ ラ ン １ 階 、 ２ 階 】

スペースとしての貸し出し • 内部の見学会など

広く一般に解放し、文化財としての「みはらし亭」を感じ、多様な使用出来る場にしていくこと

「みはらし亭」をゲストハウス（簡易

が運営し、商店街に位置

する尾道ゲストハウス「あなごのねどこ」の経営状況やワークショップなどでの検討事項等を踏

を４月〜７月・９月、閑散期を

旬〜２月中旬などに閉鎖期間を設けることで、フリース

全国での先進事例について調査し、尾道での最適な財源確保の手

制度等の財政支援のための仕組みづくりの検討を行った。

改修工事の各段階で資金を調達し、



【 表 ６ − 事 業 資 金 計 画 詳 細 】

【 表 ７ − 「 尾 道 の 登 録 文 化 財 を 巡 る 」

【 写 真 ７ , ８ − ツ ア ー の 様 子 】

NPO 法人の借入、福岡県八女市の「町家保存機

各種助成金の組み合わせ、クラウドファインディング、現在申告を目指している認定

認可をうけることによる寄付金増加

業を達成する。また、イベントやツアー、現場体験など資金調達イベントを組み合わせながら、

当 NPO 法人が今までにつくりあげてきた人材、地域交流のネットワークなどを活用する。

②事業計画と資金調達の方向性

平成26年 4 月より構造補強期間、内観修復期間など段階的に資金を獲得、

活用を始め、 8 年後の返済完了を目指していく。

４．地域・寺院・行政機関との連携構築

「みはらし邸」の管理活用が行うにあたって

家バンク事業の実績を活かし、地域・寺院・行政機関への周知、

①尾道建築塾特別編として、「尾道の登録文化財を巡る」

文化財の周知と市民共有の財産としての認識を共有し、今後の支援へつなげた

「 尾 道 の 登 録 文 化 財 を 巡 る 」 ツ ア ー 内 容 詳 細 】

【 図 ３ − ツ ア ー パ ン フ レ ッ ト 】 →

法人の借入、福岡県八女市の「町家保存機構」を参考にした「尾道空き家保存機構」の設立、

クラウドファインディング、現在申告を目指している認定

増加などにより、段階的に資金を調達、再生をすすめ、目指す事

。また、イベントやツアー、現場体験など資金調達イベントを組み合わせながら、

法人が今までにつくりあげてきた人材、地域交流のネットワークなどを活用する。

り構造補強期間、内観修復期間など段階的に資金を獲得、

を目指していく。

地域・寺院・行政機関との連携構築

らし邸」の管理活用が行うにあたって、これまでの当 NPO 法人の活動や尾道市との空き

業の実績を活かし、地域・寺院・行政機関への周知、連携体制の強化を図った。

「尾道の登録文化財を巡る」を開催し、「みはらし亭」や有形登録

財の周知と市民共有の財産としての認識を共有し、今後の支援へつなげた
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構」を参考にした「尾道空き家保存機構」の設立、

クラウドファインディング、現在申告を目指している認定 NPO 法人の

により、段階的に資金を調達、再生をすすめ、目指す事

。また、イベントやツアー、現場体験など資金調達イベントを組み合わせながら、

法人が今までにつくりあげてきた人材、地域交流のネットワークなどを活用する。

り構造補強期間、内観修復期間など段階的に資金を獲得、再生し、「みはらし亭」

法人の活動や尾道市との空き

連携体制の強化を図った。

「みはらし亭」や有形登録

財の周知と市民共有の財産としての認識を共有し、今後の支援へつなげた。



【 表 ８ − 行 政 機 関 と の 協 議 内 容 】

【参加者の感想】

・何度かその建物の前は通っていたが、このまち歩きに参加して建物のよさとかすごさを発見で

き、驚きとありがたさを感じました。市民として少しでも協力したいと思いました。

・郷土に歴史的な「埋もれた財産」があることを認識しました。

加したいと思います。ありがとうございました

②歴史的風致形成建造物修景・修復事業等に関する

（３）事業実施後の課題と今後の展開

・斜面地という条件不立地での大型木造物件再生へ向けた構造補強の施行者の選定と協議

・「尾道空き家再生機構」（仮称）設立へ向けた準備。

・各助成金の申請、市役所との協議

・クラウドファインディング戦略

・ゲストハウスのキッチン、シャワールームなど水回り設備完備予定の

件と空き地（資材置き場）の改修・整備。

・「みはらし亭」改修・運営に向けた人材の確保

（ 4 ）その他

本事業により、資金調達等の知見を得、停滞していた活用事業計画を策定することが出来た。

【 表 ８ − 行 政 機 関 と の 協 議 内 容 】

何度かその建物の前は通っていたが、このまち歩きに参加して建物のよさとかすごさを発見で

き、驚きとありがたさを感じました。市民として少しでも協力したいと思いました。

郷土に歴史的な「埋もれた財産」があることを認識しました。このようなイベントにもっ

ます。ありがとうございました。

歴史的風致形成建造物修景・修復事業等に関する市役所との協議

今後の展開

という条件不立地での大型木造物件再生へ向けた構造補強の施行者の選定と協議

・「尾道空き家再生機構」（仮称）設立へ向けた準備。

助成金の申請、市役所との協議の続投。

戦略の策定と認定 NPO 法人を目指した動き。

ゲストハウスのキッチン、シャワールームなど水回り設備完備予定の「みはらし亭」

地（資材置き場）の改修・整備。

・運営に向けた人材の確保と雇用体制の整備。

の知見を得、停滞していた活用事業計画を策定することが出来た。
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何度かその建物の前は通っていたが、このまち歩きに参加して建物のよさとかすごさを発見で

き、驚きとありがたさを感じました。市民として少しでも協力したいと思いました。

このようなイベントにもっと参

という条件不立地での大型木造物件再生へ向けた構造補強の施行者の選定と協議。

法人を目指した動き。

「みはらし亭」の離れ物

の知見を得、停滞していた活用事業計画を策定することが出来た。


